
   年末年始を迎え、気持ちは前向きになります。大掃除をする、新年の準備をする、新たな目標を立てる、 

   何かに挑戦するなど、お子さんと共に前向きな１年を始められるよう有意義な冬休みとしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

1２月の予定 
1 月 委員会活動、暖房開始         なわとび週間 

2 火  

3 水 出前授業（１年：花王）、地区集会・集団下校 

4 木 社会見学（３年：ＳＥＥＤ） 

5 金 社会見学（５年：読売新聞） 

6 土  

7 日  

8 月 代表委員会 

9 火 英語学習（５年・６年） 

10 水 スポーツテスト記録会 

11 木 出前授業（４年：認知症について） 

12 金 スクールカウンセラー来校日 

13 土  

14 日  

15 月 ２学期末個人懇談会 

16 火 ２学期末個人懇談会 

17 水 ２学期末個人懇談会 

18 木 ２学期末個人懇談会（４年生のみ） 

19 金  

20 土  

21 日  

22 月  

23 火 天皇誕生日 

24 水 給食終了 

25 木 終業式 

26 金 冬季休業 

27 土  

28 日  

29 月  

30 火  

 

  

“一人の子ども、一人の教師、一冊の本、そして一本のペン、それで世界を変えられます。

教育こそがただ一つの解決策です。エデュケーション・ファースト（教育を第一に）” 

   

  これは、本年度ノーベル平和賞を受賞したパキスタンのマララ・ユスフザイさん（17）

が、昨年 7月に国連本部で行ったスピーチの一部です。マララさんは皆さんご存知の通り、

女性にも教育は必要だと主張し、そのために武装勢力に銃撃され瀕死の重傷を負いました

が奇跡的に回復し、その後も子どもの権利、女性の権利、あらゆる人権のために活動して

いる女性です。ユネスコの統計によると、世界中で学校へ通えない児童は約 1 億人いると

言われています。資金不足、戦争をしている、宗教的な考え方等の理由で一生学ぶ機会を

与えられない子どもがいるという現実があります。 

さて、日本に目を向けるとどうでしょう？ 子どもたちは 7歳になると、9年間の義務教

育を受けることができます。たくさんの本や鉛筆を手にし、身の周りには多くの学習教材が

あり、環境が整えられています。      

しかし、本年度の全国学力・学習状況調査の「家で、自分で計画を立てて勉強をしていま

すか」「家で学校の予習をしていますか」「家で学校の復習をしていますか」という質問に対

し、本校で肯定的な回答をした子どもはいずれも約 30%しかいません。 

学校では、「できた」「わかった」という体験を多くさせ、学習意欲の向上を図っています。

前向きに人生を切り開くことができるよう、ご家庭でも、是非、「何のために勉強している

のか」について話し合っていただけたらと思います。 

                       学校長  中 谷 静 香 

   

大阪市立内代小学校  学校だより     平成２６年１２月１日 

 

－ 自ら学び、心豊かな、たくましい子どもを育成する － 

 

月号 
 

生活目標  自分の生活をふりかえろう 

保健目標  姿勢に気をつけよう 

給食目標  何でも食べて丈夫な体をつくろう 

1２月の目標 

学校ホームページには「けやき」のカラー版を掲載しています。 


